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よくある質問（ＦＡＱ）  

これは、大阪家庭裁判所（本庁）後見センターによく寄せられる質問と回答を

集約したものであり、回答には大阪家庭裁判所本庁後見センターにおける取扱い

を前提としたものが含まれています。 

堺支部及び岸和田支部については、一部取扱いが異なることがありますので、

各支部までお問い合わせ下さい。 

なお、掲載した情報は、予告なく変更することがありますので、ご了承くださ

い。 

【文中の表記について】 

・「後見等開始」は、後見開始、保佐開始及び補助開始を総称しています。 

・「成年後見人等」は、成年後見人、保佐人及び補助人を総称しています。 

・「成年後見等監督人」は、成年後見監督人、保佐監督人及び補助監督人を総称

しています。 

・「後見等事務」は、後見事務、保佐事務及び補助事務を総称しています。 

・「本人」は、後見、保佐及び補助（任意後見を含む。）の支援を必要とされる

方を総称しています。 

  

＜成年後見制度の利用をお考えの方へ＞         

＜大阪家庭裁判所後見センターについて＞ 

＜後見等開始の申立て＞ 

＜代理権付与の申立て（保佐・補助）＞ 

＜任意後見監督人選任の申立て＞ 

＜未成年後見人選任の申立て＞ 

＜後見制度支援信託・後見制度支援預貯金＞ 

＜成年後見等監督人＞ 

＜初回報告＞ 

＜後見等事務＞ 

＜居住用不動産処分許可の申立て＞ 

＜特別代理人選任の申立て＞ 

＜成年後見人等選任（辞任）の申立て＞ 

＜報酬付与の申立て＞ 

＜郵便物等の配達の嘱託（回送嘱託）の申立て＞ 

＜後見終了後の事務＞ 

＜その他＞ 

 

新規作成 
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＜成年後見制度の利用をお考えの方へ＞ 

Q1.成年後見制度とは、どのような制度ですか。 

Q2.成年後見制度や他の権利擁護支援策の利用に関しては、どちらに相談すればよ

いですか。 

Q3.成年後見制度を利用したほうがよいか判断がつきません。家庭裁判所でアドバ

イスをしてもらうことはできますか。 

Q4.成年後見制度の利用は、いつまで続けることになりますか。 

Q5.後見等開始の申立ては、誰ができますか。 

Q6.後見等開始の申立て後、成年後見人等が選任されるまで、どれくらいの期間が

かかりますか。 

Q7.医師による鑑定が必要となるのはどのような場合ですか。 

Q8.後見等の開始の手続において、本人の意思は確認するのですか。 

Q9.後見等開始の申立てをしたことを、家庭裁判所から本人の親族に知らせずに手

続が進むことはありますか。 

Q10.成年後見人等にはどのような人が選ばれますか。候補者を挙げておけば、必

ずその人が選ばれますか。 

Q11.後見等開始の申立てを取り下げることはできますか。 

Q12.本人は生活保護を受給しており、申立費用を負担するだけの資力がありませ

ん。どうすればよいですか。 

Q13.成年後見人等に報酬は支払われますか。また、報酬はどのくらいの金額です

か。 

Q14.本人は生活保護を受けており、成年後見人等への報酬を支払うほどの余裕は

ありません。報酬の額はどのようにして決まるのですか。 

Q15.成年後見人等は、選任後、どのようなことに注意して後見等の活動をする必

要がありますか。 

Q16.後見等事務の報告はどれくらいの頻度で行うのですか。 

Q17.成年後見人等ができないことはありますか。 

Q18.成年後見人等による適切な後見等事務をサポートするための方策はどのよう

なものがありますか。 

Q19.本人の流動資産が多いと成年後見等監督人が選任されるとのことですが、い

くら以上だと選任されるのですか。 

Q20.どのような場合に、後見制度支援信託や後見制度支援預貯金を利用すること

になるのですか。 

Q21.母が亡くなり遺産分割協議をしようとしたところ、姉が認知症なので成年後

見人が必要だと言われました。私が成年後見人になって手続をしたいのですが、

どのようにしたらいいですか。 
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Q22.私は現在、障害のある娘の成年後見人に選任されていますが、高齢のため、

成年後見人を誰かに交代してもらいたいと考えています。しかし、他に頼れる親

族等はいません。どのようにすればよいですか。 

（上に戻る） 

 

＜大阪家庭裁判所後見センターについて＞ 

Q1.家庭裁判所への最寄り駅はどちらになりますか。 

Q2.車で行きたいのですが、駐車場はありますか。 

Q3.本人は車いすを使用しています。家庭裁判所に本人を連れて行きたいのです

が、車いすのままでも大丈夫ですか。 

（上に戻る） 

 

 

＜後見等開始の申立て＞ 

Q1.申立書セット（申立書類一式）はどうすれば入手できますか。 

Q2.他の裁判所の申立書セット（書類）を使うことはできますか。 

Q3.息子である自分が母の成年後見人になりたいのですが、なれるでしょうか。 

Q4.成年後見人等を選任する際は、親族の意見は反映されないのですか。 

Q5.申立て後に家庭裁判所で面接が行われると聞きました。面接には誰が行かなけ

ればならないのですか。また、面接では何を聞かれるのですか。 

Q6.申立書類は、家庭裁判所に直接持参しなければいけませんか。 

Q7.私は保佐人ですが、保佐が開始している本人の認知症が進行したため、成年後

見人選任の必要があると言われました。どのような手続が必要ですか。 

Q8.財産目録に保険について書く場合は、本人を被保険者として契約しているもの

を書くのですか、又は本人が保険金受取人になっているものを書くのですか、そ

れとも本人が契約しているものを書くのですか。 

Q9.本人にはあまりお金がないので、申立人である私は本人のために相当額を負担

しています。その場合は、財産目録には負債として記載すればよいのですか。ま

た、返済を受けることをできますか。 

Q10.亡くなった親族の遺産分割のため、相続人の一人について後見開始の申立て

を検討しています。ただし、遺産の内容は現在確認中ではっきりしません。この

ような場合でも相続財産目録を提出した方がいいのでしょうか。 

Q11.本人は他県の施設に入所していますが、本人の住民票上の住所は大阪市にあ

ります。大阪家庭裁判所への申立てはできますか。 

Q12.親族の意見書はどの範囲までそろえる必要がありますか。 

Q13.後見相当と診断された場合でも、本人自身が後見開始を申立てることはでき
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ますか。 

（上に戻る） 

 

＜代理権付与の申立て（保佐・補助）＞ 

Q1.将来に備えてできるだけ広範囲の代理権付与を申立てたいのですが、認められ

ますか。 

Q2.本人が同意しないと代理権は付与されないのですか。 

（上に戻る） 

 

 

＜任意後見監督人選任の申立て＞ 

Q1.本人には法定後見が開始されています。私は任意後見受任者ですが、今から任

意後見監督人選任の申立てはできますか。 

Q2.私は、本人との間で任意後見契約を締結している任意後見受任者です。すでに

契約を登記済みなのですが、（法定）後見開始の申立てをすることはできます

か。 

Q3.現在、任意後見監督人が選任されていますが、これから後見開始の申立てをす

ることはできますか。 

Q4.任意後見人の報酬はどのように決まりますか。 

（上に戻る） 

 

＜未成年後見人選任の申立て＞ 

Q1.未成年後見人選任の申立てができる「利害関係人」とは具体的にどのような人

ですか。 

Q2.未成年者自身が未成年後見人選任の申立てをする場合に、年齢の制限はありま

すか。 

Q3.遺言で未成年後見人が指定されていた場合、未成年後見人選任の申立てをする

必要はありますか。 

Q4.未成年後見人に選任されると、未成年後見人の個人情報が未成年者の戸籍に記

載されると聞きましたが、どのような個人情報が記載されるのですか。 

Q5.未成年後見人選任の申立て後に、申立てを取り下げることはできますか。 

Q6.未成年後見人は未成年者の扶養義務者になりますか。 

（上に戻る） 

 

＜後見制度支援信託・後見制度支援預貯金＞  

Q1.後見制度支援信託とはどのようなものですか。 
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Q2.後見制度支援預貯金とはどのようなものですか。 

Q3.後見制度支援信託や後見制度支援預貯金は必ず利用しなければならないのです

か。また、これらを利用しない場合はどうなりますか。 

Q4.後見制度支援信託や後見制度支援預貯金を利用する場合、どのような費用がか

かりますか。 

Q5.親族である成年後見人（親族後見人）が、自分で信託契約を締結したり支援預

貯金口座を開設したりすることはできますか。 

Q6.後見制度支援信託や後見制度支援預貯金を利用した場合、元本はいくらまで保

証されるのですか。 

（上に戻る） 

 

＜成年後見等監督人＞ 

Q1.成年後見等監督人の職務はどのようなものですか。 

Q2.成年後見等監督人にはどのような人がなるのですか。 

Q3.私は成年後見人です。成年後見監督人の活動に不満なので解任したいのです

が、成年後見監督人の解任申立てはできますか。 

（上に戻る） 

 

＜初回報告＞ 

Q1.初回報告には何を提出すればよいのでしょうか。 

Q2.初回報告はいつまでにしないといけないのでしょうか。 

Q3.初回報告が提出期限までに間に合いそうにないのですが、どうしたらよいでし

ょうか。 

Q4.報告書の書式は何を使えばよいのでしょうか。 

Q5.報告書等の提出書類は、鉛筆書きでもいいですか。 

Q6.私は成年後見人になりましたが、まだ初回報告をしていません。明日にでも本

人のために、生命保険金を受領したり本人の不動産を売却したりしたいのです

が、よろしいですか。 

（上に戻る） 

 

＜後見等事務＞  

Q1.裁判所による後見等事務の監督とは、具体的にどのようなものですか。 

Q2.領収証等はどのような場合に提出する必要がありますか。また、原本を提出し

ないといけないのでしょうか。 

Q3.定期報告の際に裁判所に提出しなかった１０万円未満の領収証等はいつまで保

管しておけばいいのでしょうか。 



6 

 

Q4.成年後見人等が本人の財産からお金を借りることはできますか。 

Q5.本人の生活費を成年後見人が立て替えていました。成年後見人の判断で立替金

の精算をしてよいでしょうか。 

Q6.私は成年後見人ですが、昨年、本人の資金が不足していたので、本人の長男か

ら５０万円を借りました。今般、生命保険を解約して資金ができるので、長男に

返済したいと思いますが、よろしいでしょうか。 

Q7.私は成年後見人で本人の妻ですが、二人の生活費を本人の預金から支出できま

すか。 

Q8.父について後見が開始しましたが、その父が悪い人にだまされて婚姻や養子縁

組をしようとしています。成年後見人が父の代理人として婚姻や養子縁組の手続

を止めることはできますか。 

Q9.どのような費用の支出や金額について、事前に家庭裁判所への連絡が必要でし

ょうか。 

（上に戻る） 

 

 

＜居住用不動産処分許可の申立て＞  

Q1.処分をするのに裁判所の許可を必要とする居住用不動産とは具体的にどのよう

なものですか。 

Q2.本人は介護施設に入所していますが、他の施設に移る場合、居住用不動産処分

許可の申立ては必要ですか。 

Q3.建物取壊しの場合に必要な資料を教えてください。 

Q4.本人が居住する賃貸借契約を解除したいのですが、その賃貸借契約書を紛失し

てしまいました。添付資料が提出できないのですが、どうすればいいですか。 

Q5.不動産の全部事項証明書や固定資産評価証明書は、原本を提出する必要があり

ますか。 

（上に戻る） 

 

＜特別代理人選任の申立て＞ 

Q1.本人が法定相続分を取得する内容の遺産分割をしようと考えていますが、その

場合でも特別代理人の選任は必要ですか。 

Q2.特別代理人の候補者が見つからない場合は、どうすればいいですか。 

（上に戻る） 

 

＜成年後見人等選任（辞任）の申立て＞  

Q1.他の親族に成年後見人を引き継ぎたいので、成年後見人を辞任したいのです
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が、どうすればよいですか。 

Q2.専門職の成年後見人等や成年後見等監督人に辞めてもらうにはどうすればよい

ですか。 

（上に戻る） 

 

＜報酬付与の申立て＞  

Q1.親族が成年後見人等でも、報酬をもらえますか。 

02.本人との間で報酬額について取り決めていますが、本人の財産から差し引いて

報酬をもらってもいいですか。 

Q3.報酬付与の申立てに期限はありますか。 

（上に戻る） 

 

＜郵便物等の配達の嘱託（回送嘱託）の申立て＞ 

Q1.郵便物等の配達の嘱託（回送嘱託）とはどのような制度ですか。 

02.成年後見人以外でも回送嘱託の申立てはできるのですか。 

03.回送嘱託の申立ての要件はどのようなものですか。 

04.回送の対象となる郵便物等はどのようなものですか。 

05.回送嘱託の取消しの申立ては、誰が、どのような場合にできるのですか。 

06.本人が亡くなった場合は、回送嘱託の取消しの申立ては必要になりますか。 

07.回送嘱託の変更の申立てはできるのですか。 

08.変更の申立てにより回送嘱託の期間を伸ばしてもらうことはできますか。 

（上に戻る） 

 

＜後見終了後の事務＞  

Q1.私は成年後見人ですが、このたび本人が亡くなりました。この後の手続はどう

すればいいのですか。 

Q2.葬儀費用を本人の預金から支払っていいですか。 

Q3.本人の相続人がいるかどうか不明で、誰に財産を引き継げばいいか分かりませ

ん。また、相続人がいても、財産の受領を拒否された場合はどうすればいいです

か。 

04.成年後見人が行うことができる死後事務とはどのようなものですか。 

05.死後事務の許可申立ての要件は何ですか。 

06.火葬又は埋葬に関する契約には葬儀の契約は含まれるのですか。 

07.成年後見人以外でも死後事務の許可申立てができるのですか。 

08.保佐人や補助人は死後事務で認められているような火葬又は埋葬等の契約等を

行うことはできないのですか。 
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（上に戻る） 

 

＜その他＞ 

Q1.成年後見人が裁判所に提出した書面を見たいのですが、どうすればいいです

か。 

Q2.閲覧・謄写申請をすれば、その場ですぐに申請が認められるかの判断がされる

のでしょうか。 

Q3.閲覧・謄写申請が認められた場合は、どのようにすればよいのですか。 

（上に戻る） 


